
迫り来る地球温暖化による破局を避けるために、世界

的に大きな政治と社会のうねりが起きています。しかし

ながら、国内では、政府が抜本的な対策を進めることが

できず、温暖化ガス排出量は増え続け、京都議定書で約

束した６％削減の達成も危うくなっています。私たちは、

市民レベルから政府を動かし、実効性ある温暖化防止の

対策をとらせるために、連携を広げ、訴える声を大きく

していこうとしています。

昨年、気候ネットワークはじめ国内の環境団体が多数

結集して、MAKE the RULEキャンペーンが始まりました。

２０５０年には１９９０年比で国内ＣＯ2排出量を８０

％削減することを目指して、中期的数値目標、排出権取

引、炭素税、自然エネルギーの推進などの政策的手段を

駆使することを提唱するもので、国会への請願署名・地

方議会での意見書決議の要請を全国レベルで展開してい

ます。わかやま環境ネットワークも、このキャンペーン

の実行委員として参加しています。

今年１２月にデンマークのコペンハーゲンで開かれる

気候変動枠組条約第１５回締約国会議（ＣＯＰ１５）は、

京都議定書以降の国際的取り決めを話し合うもので、ま

さに人類の未来がかかった大切な会議です。この会議で、

日本政府が温暖化防止の旗振り役となるのか、あるいは

足を引っ張る方になるのかは、国民の温暖化防止の声が

どれだけ大きいかにかかっています。

私たちは、温暖化防止の声を草の根から広げようと、

「温暖化防止COP１５ネットワーク関西」の結成準備を

進めています。ここでは、ＣＯＰ１５での国際的合意を

求め、自ら可能な方法で地球温暖化対策に取り組む団体

が結集することを求め、３月７日 「ネットワーク関西」

設立の集い・３月８日「ネットワーク関西」に集った和

歌山の皆様の集いを呼びかけていきます。

（４面に続く）

今
年
で
足
か
け
九
年
に

な
る
が
、
毎
日
曜
日
の
朝
、

和
歌
山
放
送
ラ
ジ
オ
の
番

組
「
和
歌
山
環
境
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
で
、
環
境
に
関
わ

る
リ
ス
ナ
ー
の
質
問
に
回

答
し
て
い
る
。
日
曜
の
朝
が
毎
週
つ
ぶ

れ
て
は
た
ま
ら
な
い
か
ら
事
前
に
ま
と

め
て
収
録
す
る
の
だ
が
、
今
回
の
収
録

で
は
三
月
一
日
放
送
予
定
で
取
り
上

げ
た
「
中
国
な
ど
途
上
国
で
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は
活
発
と
聞

く
が
ど
の
程
度
か
？
」
と
の
質
問
が
、

回
答
す
る
方
と
し
て
は
最
も
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
。

質
問
さ
れ
た
方
は
恐
ら
く
、
悠
々

と
最
先
端
を
ゆ
く
日
本
か
ら
、
は
る

か
遅
れ
て
後
を
追
う
途
上
国
の
状
況

は
ど
う
か
ね
…
と
い
っ
た
感
覚
で
尋

ね
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
が
、
実
は
日

本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や

投
資
額
は
世
界
で
も
最
後
進
レ
ベ
ル

だ
。例

え
ば
、
〇
七
年
の
デ
ー
タ
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
は
Ｅ

Ｕ
が
世
界
の
五
割
を
占
め
、
米
国
が

同
二
割
、
こ
れ
に
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ン
ド
が
続
く
…
と
い
っ
た
構
図
で
、

我
が
日
本
は
単
独
の
国
と
し
て
順
位

に
名
が
出
る
ま
で
い
か
ず
、
「
そ
の

他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
」
と
い
う
集
合
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
勘
定

さ
れ
て
い
る
。
国
別
で
一
位
は
ド
イ
ツ
、

そ
れ
に
続
く
の
が
米
国
と
中
国
で
、
日

本
は
遙
か
に
後
塵
を
拝
す
る
位
置
な
の

だ
。さ

ら
に
つ
い
最
近
発
表
さ
れ
た
〇
八

年
新
設
の
風
力
発
電
の
出
力
デ
ー
タ
を

見
る
と
、
米
国
が
ダ
ン
ト
ツ
一
位
で
、

こ
の
結
果
、
風
力
発
電
の
総
出
力
で
ド

イ
ツ
を
抜
き
世
界
一
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
中
国
が
続
き
二
カ
国
で
全
体
の
半
分

を
超
え
る
。
え
？
日
本
？

驚
く
な
か

れ
、
な
ん
と
中
国
の
十
八
分
の
一
に
過

ぎ
な
い
の
だ
。
こ
の
目
も
く
ら
む
大
差
。

経
団
連
＆
経
産
省
あ
た
り
が
「
日
本
は

新
エ
ネ
先
進
国
」
な
ど
と
い
う
の
は
、

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
読
む
限
り
幻
想
か

デ
マ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
百
年
ぶ

り
」
と
か
い
う
経
済
危
機
で
も
、
世

界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
は

む
し
ろ
数
少
な
い
成
長
分
野
と
し
て

勢
い
を
増
し
て
い
る
こ
と
だ
。
米
国

は
経
済
危
機
の
震
源
地
で
あ
り
な
が

ら
、
風
力
発
電
投
資
を
前
年
比
で
五

割
も
増
や
し
て
い
る
。
オ
バ
マ
が
言

う
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
は

す
で
に
、
「
先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す
」

実
体
経
済
の
世
界
で
は
構
想
な
ど
で

は
な
く
、
助
走
か
ら
全
力
疾
走
の
段

階
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
質
問
へ
の
回
答
の
ま
と
め
で
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
れ
ば
日
本
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
は
恐
ら
く
世
界

最
下
位
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
知
っ
て
お

い
た
方
が
い
い.

と
話
し
た
の
に
対
し
、

相
方
の
小
林
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
な

ん
で
こ
ん
な
情
け
な
い
こ
と
に
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
か
？
」
と
尋
ね
て
く
れ

た
。
そ
う
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
情
け
な

い
状
態
に
な
っ
た
の
か
…
「
こ
の
国
で

は
、
化
石
燃
料
に
し
が
み
つ
く
化
石
ア

タ
マ
が
政
治
も
経
済
も
支
配
し
て
い
る

か
ら
だ
」
と
答
え
て
お
い
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
低
炭
素
経
済
に
向
か
う
世
界

で
日
本
は
あ
た
ら
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
し
、

落
ち
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
（
重
栖
）

世界に遅れる日本の再生可能エネルギー

環
境

時事刻々

１

MAKE the RULEキャンペーンを前進させよう

「ＣＯＰ１５ネットワーク関西」に結集しよう



２

09年2月8日(日)、和歌山県立図書館文化センターで、

「いきものみっけ」シンポジウム〜自然をみて、生き物

から学ぶ〜を開催しました。自然を愛する人たちが会場

いっぱいの約１００人集まりました。日高高校生物部の

生徒や、小中学生もたくさんご参加いただき、熱気ある

ものとなりました。

まず、このイベントのため東京からかけつけてくださっ

た、「いきものみっけ」キャンペーンディレクターのマ

エキタミヤコさんが主催者としてご挨拶。その後、基調

報告として、３名の方にお話いただきました。南紀生物

同好会会長・（財）天神

崎の自然を大切にする会

専務理事の玉井済夫さん

は、「和歌山県の自然の

変化の諸要因について」

報告いただきました。大

塔山の頂上が伐採され、

その影響で隣接する、本

州で一番南に位置するブ

ナの森が枯れはじめてい

ること。アカウミガメの

産卵を取り巻く環境の悪

化や、天神崎にナガウニやクロウニ等、南方系のウニ類

が増加していること。田辺の溜池に外来種のアフリカツ

メガエルが生息していることなど、和歌山の自然の事実

を詳しくご報告いただきました。そして、そうした状況

に私たちがどう向き合い、今後、どう取り組むべきか、

私たちの環境保護のあり方や自然観を問う、和歌山の自

然をみつめ、保護のための運動をされてきた、玉井さん

ならではの熱っぽい講演となりました。

次に、自然回復を試みる会ビオトープ孟子理事の有本

智さんからは、ビオトープ孟子のベンチに巣作りしたシ

ジュウカラを通して見えてくる子どもたちの「感性」な

どについて報告をいただきました。昨年３月末から巣立

ちした５月までの２ヶ月、ビオトープ孟子にはたくさん

の子どもたちが訪れ、生き物の名前や知識を学びながら

も、５分おきに青虫をくわえて巣にもどってくるシジュ

ウカラとそのヒナの姿に、誰１人として気付かなかった

そうです。こうした観察を通して、「環境教育のあり方」

についての危機感を覚えたこと。幼い頃に自分で生き物

を探して見つけるという体験なくして、知識の積み上げ

だけでは限界があることを提起されました。森や山、身

近にある生き物を自力で見つける感性をはぐくむキッカ

ケとして、子どもたちが「いきものみっけ」に取り組み、

そこで集めた「いきものみっけ」データを使う存在になっ

てほしいとお話しされました。

和歌山市こども科学館専門教育監補の土井浩さんは

「磯やけ」について、自身が歩いて観察した７３カ所の

湾で「磯やけ」（「磯やけ」とは海藻が育たない状態の

ことで水温の上昇や川の汚れなどが原因と考えられる）

を調査し、進行中の実態を地図にして示してくれました。

黒潮が南から貧栄養の水を運び、しかも水温の高い黒潮

が紀伊半島の磯を温めてていることが大きく影響してい

るそうです。そのため、イセエビやアワビの漁獲高も減っ

ているということなどの報告がありました。

全体討論では、生物多様性センターから「いきものみっ

け」生き物調査の報告。それについて講師のみなさんか

ら意見を頂き、質疑応答となりました。「いきものみっ

け」についての質問から、昨今の自然観察についての質

問を通して改めて「生き物を見つける感性」の重要性に

ついて確認する機会となりました。

自然をみて、生き物から学ぶ
「いきものみっけ」シンポに100人参加

基
調
報
告
す
る
玉
井
先
生

シンポジウムのパネリスト（左端：マエキタミヤコさん）



３

地球と共生する街

・『エコランドはしもと』づくり

橋本市地球温暖化対策協議会代表 佐藤 俊

1年前に、「推進員」（第４期生）に任命されたもの

の、『地球温暖化防止活動の推進』をするって、一体何

をしたらいいのか正直不安でした。古い話ですが、高木

善之さんと共にネットワーク「地球村」を立ち上げたの

は１７年前。各地で熱心に講演会や啓発活動をしてきま

したが、温暖化は「当時の科学者の予測」をはるかに超

えて加速しています。これでは「将来世代に対する責任」

を果たせません。・・・もっとも、すでに市民の努力の

レベルを越えて、国が「太枠の」仕組をつくらなければ

結果が出せないのかも知れません。

とにかく、地球温暖化を食い止め、次世代に美しい環

境を残すために、市民・企業・行政が一体となる。まず

自分が住んでいる地域から行動を始める必要があると思

いました。

橋本市って、若干目立たない存在ですが、和歌山県の

玄関口。霊峰

「高野山」へ

の古い街道が

南北に通り、

東西には奈良

時代以前から

大和街道が開

け、紀ノ川に

沿って数多く

の万葉の歌枕

がある。なんと千数百年の歴史を刻む「クロスロード」

なのですと書くと一転、地域を見る目が変わります。

空気がきれい、水が豊か、緑がまぶしい。ここで生ま

れ育った子どもたちが「いつか帰ってきたい」「ここに

住みたい」と思えるまちづくりこそが重要なのではない

かと。ここは、大宮人をもてなし、京・大阪からの旅人

を癒した「なごみの里」であったはず。「推進員」とし

できることは、地域の「宝物」を掘り出し、その良さを

伝え、地域に適した「まちづくり」をすることではない

か、と。

橋本市では「循環社会づくり」がすでに始まっていま

す。家庭からの生ゴミは堆肥化され、ゴミ収集回数が半

分に減っている自治会がたくさんあります。「ゴミゼロ

宣言」と花いっぱい運動が始まっています。（‘０８わ

かやま環境大賞受賞）

昨年１０月には、推進員１０名一丸となって、行政や

事業者と対話を進め、準備会を経て「橋本市地球温暖化

対策協議会」を

立ち上げました。

現在、会員は２

５０名。今まさ

に橋本市を『エ

コランド』にす

る取り組みが始

まっています。

現在進めてい

るの事業の一つは「緑のまちづくり」。市の北方に広が

る棚田・里山を保全すること。『日本の原風景』を再生

するプロジェクトとして県の委託事業として取り組んで

います。中核は「はしもと里山保全アクションチーム」。

市民がのべ３０人、行政職員も毎回参加し、「いい汗流

して里山保全」をやっています。また、環境教育の一環

として子どもたちも参加。自然の体験や田植えから収穫

までの年間を通しての農業体験。のべ１００人を越える

参加がありました。

かつての「耕作放棄地（遊休地）」は市民の力で切り

拓かれ、美しい里山が戻りつつあります。地主や地元だ

けの問題では

なく、里山を

残すことは市

民にも応分の

責任があるこ

とと思います。

今年は、子ど

もたちもたく

さん参加して、

いろんな野菜

や米を育てようと夢が弾んでいます。

「協議会」のもう一つの事業の柱は循環型社会づくり。

廃油の回収リサイクルとゴミ減量への行政の取り組みと

連動する。さらにクリーンエネルギー（太陽光パネルに

よる発電）を企画。そして市民のリユースバザーと「もっ

たいない運動」の展開。３月には「環境展示」と啓発活

動を予定し、４月の「地救ふぉ～らむin高野山」に合わ

せて「パーク＆ライド」を実現したいと計画中です。

『クリーンなまちづくり』と『グリーンのまちづくり』

によって、「地球と共生する街」和歌山県橋本市を全国

発信します。

（はしもと里山保全アクションチーム 事務局長）



そして、ＣＯＰ１５へ向けて市民運動の陣列を整え、一気に世

論を盛り上げるために、わかやま環境ネットワークが提唱し、M

AKE the RULEキャンペーン実行委員会、温暖化防止COP１５

ネットワーク関西、財団法人雑賀技術研究所を主催団体に加

えて、高野山大学を舞台に、温暖化防止をテーマとした国内で

は最大規模のフォーラムを開催します。

・４月２５日～２６日 新しいル～ルで、地球をク～ルに。地救フォー

ラムin高野山に、あなたの仲間とともにぜひご参加下さい。

★国会への請願署名…個人で集めて、MAKE the RULE
実行委員会又はわかやま環境ネットワークから国会へ、本年５

月をめどに提出します。署名簿は、MAKE the RULEのホーム

ページからダウンロードできます。

★地方議会での意見書決議の要請…自分の住む市町
村議会へだれでも請願することができます。意見書決議の文案

は、MAKE the RULEキャンペーン実行委員会のホームページ

からダウンロードできます。

★賛同団体の募集…団体としての賛同署名を集めていま
す。法人格を問わず、どんな小さな団体でも結構です。もちろ

ん企業もOK。賛同団体名は、ネットワーク関西のホームページ

http://2050earth.org/ に掲載します。趣意書及び署名用紙

は、同ホームページからダウンロードできます。

★「COP15ネットワーク関西」設立の集い
３月７日（土）午後１時～４時 大阪歴史博物館４階講堂にて

※「地救フォーラムin高野山」の概要については、別添のチラシ

をご覧下さい。

★「ネットワーク関西」和歌山のつどい
３月８日（日）午後１時～４時

和歌山県立図書館２Fメディアアートホール

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

【４月の「フォーラムin高野山」へ向け会員を増やしましょう！】

今年度から会費を個人１，０００円、ＮＰＯ・市民団体２，０００円、企業１０，０００円に引き下げ、広く会

員を募集することを決めました。４月の高野山フォーラムへ向け、会員を大いに増やし、イベントを成功させましょ

う。また、今年度から環境教育や自然環境の事業を展開しており、環境問題に関心のある市民の方々を幅広く結集

するチャンスです。ぜひ、みなさんの周りの方に声をかけてください。
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４

２月11日（祝）にビッグホエールで行われた

「わかやま“元気”１万人フェスタ」でシロク

マの「シロベエ」（ＭＲ実行委員長）が活躍

「地救ふぉ～らむin高野山」を
みんなの力で成功させよう！


